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日時： 9月26日 （金） -27日（土）
場所：神奈川大学・箱根保養所
報告：論文集出版のための予備報告
(1）大里浩秋 「東亜同文会機関誌中の留学関係記事」
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(2）孫安石「中華民国留日学生監督処初探－ 1911～1937年」
(3）見城悌治 （千葉大学）「中国人留学生の工芸・デザイン修学について」
(4）周一川 （日本大学）「近代中国人留学生統計史料に関する考察一一1920～ 1940年代を中心
にJ
(5）中村みどり（早稲田大学）「陶晶孫と佐藤みさと陶烈のこと」
(6）尾高暁子 （東京芸大）「中国人留学生と音楽教育一一東京音楽学校を中心に」
(7）王雪葎 （東洋大学）「戦後期日本における中国人留学生・華僑団体の統合と再分裂一一留日
同学総会，留日華僑総会を中心に」
(8）胡穎 （神奈川大学大学院）「『官報』と留学生の財政状況一一官費生，公費生を中心に」
(9）厳平（中国 ・人民大学） 「戦前期の帝国大学の中国人留学生について」
(10）劉建雲 （日本大学非常勤講師）「郭沫若三兄弟の日本留学」
(11）田中剛 （神戸大学講師）「戦後直後の東北・北海道の中国人留学生についてJ
なお， 10月25日本学で聞かれた第 64回日本現代中国学会全国学術大会において，日頃留学史研究
会に参加している孫安石・見城悌治・胡穎3名が分科会「中国人留学生の管理と支援」で報告した。
現在，上記研究会で報告した内容を中心に，共同研究の成果を人文研叢書の一冊として公刊すべく準
備中である。
（文責大里浩秋）
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